
 

 

 

 

 
 

  
                                   

 

この言葉は、マンガ『あしたのジョー』の中での、ボクシングトレーナー丹下段平の言葉。世界一のボクサー

ホセ・メンドーサとの決戦を前にした主人公である矢吹ジョーの心の内を語っています。ジョーにとっては力の

限りを尽くすことこそが大事で、勝ち負けはその結果にすぎないことを表している言葉です。 

体育祭が終わってもう２週間が経ちますが、思い起こせばきっと、皆の中に刻まれたもの、見つけたかけが

えのない「宝物」が浮かび上がってくるはずです。発行された学級だよりなどから、幾つか拾い集めてみまし

た。「みんなの応援、涙が出るくらいうれしかった」「みんなが全力

で取り組めたことが一番」「代わりに走った○○くん、ありがとう」

「負けたことを責めることが一切ないこのクラスが大好き」「最後ま

で大縄を回してくれた子、ありがとう！」「バトンパス失敗、綱引き

全敗だったけど楽しかった。みんなで次は勝とうとがんばった」「２・

３年生を応援している時、手が赤くなるほど拍手した ※ 」「勝っ

たことや負けたことより、クラスひとつにまとまって跳べたからうれし

かった」「走順を間違えて失格（？）だったけど、みんながんばった

から楽しかった」・・・・・・などなど枚挙にいとまがありません。 

また、特別支援学級の子たちは、日ごろの交流クラスにはいっ

て競技に参加しました。彼らを仲間として競技の中で支えるクラス

の姿がありました。大縄跳びでは、跳び方をアドバイスし、ずっと一緒にリズムをとりながら跳んだ子。全員リレ

ーでは、転ばないよう注意を払いながらリードし、一緒に走った子たち。彼らを支えるクラスの子たちの姿も、そ

れに応えてがんばる特別支援学級の子たちの姿も「宝物」でした。 

これらのことはすべて勝ち負けを超越したところにあるものであり、かけがえのないものにちがいありません。

きっと、どのクラスにもすてきな「宝物」が見つかった体育祭だったと思います。それは、皆が普段の「日常」をク

ラスでしっかりつくりあげてきたから。その「日常」があったからこその体育祭でした。体育祭の最後に各学年の

上位クラスの表彰をしましたが、それ以上の表彰を全学年全クラスに・・・と思った体育祭でした。   〈校 長〉     

※ クラス別縦割り対抗であるかのように学年を超えた応援が見られましたが、縦割り対抗ではありません。

全力を尽くす姿に学年を越えて応援できるすてきな子たちです。 
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競技以外でも「宝物」はたくさん見つかりました。感染症対策に協力していただいた保 

護者の皆さん。中庭に自転車を整然と並べていただいた保護者の皆さんも。また、体育祭中のトイレとして使

用した体育館や錬心館のトイレのスリッパを、自分が使ったものはもちろん、友達の分までささっとそろえる子

たち。閉会式後、椅子の足についた砂や土を昇降口で落とす際、他学年の子たちの椅子までせっせと拭っ

た３年生の子たち。そして、体育祭の計画から当日の指揮・運営まで、すべての中心となってきた体育主任

の丸山先生に、内緒で「表彰状」をつくっていたクラスの子たち。きっと、他にもザクザクあったと思います。見

つかったすべての「宝物」が、次にくる文化祭、合唱祭に、そして再び「日常」につながっていきます。 

 
 

感染症は信じられないくらいの落ち着きに。でも油断は禁物。しっかり手洗いを継続 し、インフルエンザの予防も 

    令和３年 10 月 22 日発行 

しののめ 

10 月末をもってあさひ安全安心メールから完全に保護者アプリに切り替わります。学校からの紙の文書は 
極力減らしていくことになります。ご理解いただきますようお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県のＰＴＡ新聞１０月号に東中ＰＴＡ広報生活部の松村亜矢子さ

んの寄稿文が掲載されました。とても心に残るよいお話ですので、ご本

人の許可を得て、改めて学校だよりでも紹介させていただきます。 
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